
終
章

開
発
指
標
か
ら
開
発
統
計
学
へ

こ
の
開
発
指
標
を
テ
ー
マ
に
し
た
連
載
も
、
今
回
が
最
終
回
で
あ
る
。

開
発
途
上
国
を
対
象
に
し
た
経
済
学
が
「
開
発
経
済
学
」
に
な
り
、
し
か
も
、「
開
発
の
ミ
ク
ロ
経
済
学
」

や
「
開
発
マ
ク
ロ
経
済
学
」
も
登
場
し
て
き
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、「
開
発
統
計
学
」
も
あ
っ
て
い
い
の
で
は

な
い
か
。
こ
れ
が
、
こ
の
連
載
の
動
機
で
あ
っ
た
。

「
開
発
統
計
学
」
と
い
う
の
は
、
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
利
用
さ
れ
て
い
る
開
発
指
標
（D

evelopm
ent

Indicators

）
の
集
合
体
に
と
ど
ま
ら
ず
、
も
っ
と
一
貫
し
た
方
法
論
を
も
っ
た
、
学
問
体
系
と
し
て
の
「
開

発
の
統
計
学
」
が
で
き
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

●
近
代
国
家
建
設
と
統
計

統
計
指
標
は
、
近
代
国
家
、
国
民
国
家
の
形
成
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

「
年
表
」
は
統
計
活
動
の
歴
史
的
変
遷
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
社
会
の
現
状
を
大
量
の
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１６６２年 グラント『死亡率に関する自然的および政治的考察』公刊

１６９１年 ペティ『政治算術』公刊

１８５７年 エルンスト・エンゲルが家計調査を分析し、「エンゲル係数」を導出

１９１２年 ジーニ係数が提案される

１９２０年 日本で第一回国勢調査（大正９年）

１９３１年 インドのカルカッタ（コルカタ）でインド統計研究所が設立される

１９４４／４５年 統計学者マハラノビスらにより「１９４３年ベンガル飢饉の後遺症の
サンプルサーベイ」が実施される

１９４７年 国際連合統計委員会発足。日本で統計法が制定公布される（３月
２６日）

１９４９年 マハラノビスがインド政府の内閣名誉統計顧問に任命される

１９５０年 ネルーの賛同を得て、マハラノビスの指導の下でインドにおいて
全国レベルのサンプルサーベイを実施する「全国標本調査」（NSS）
が設立される

１９５２年 中国の国務院に国家統計局が設置される

１９５３年 国際連合統計委員会で SNA が採択される

１９６８年 国連で新しい「国民経済計算体系」（SNA）が採択される

１９７０年 国連統計局とペンシルヴァニア大学の協同による国民経済計算比
較の最初の研究成果が公刊される

１９７２年 ノードハウスとトービンのMEW公表

１９８３年 中国で統計法が制定される

１９８９年 デーリーとコブの ISEW公表

１９９０年 UNDPが人間開発指数（HDI）公表

１９９３年 国連で９３SNA が採択される

２０００年 ミレニアム開発目標が採択される

２００３年 世界開発センターが開発貢献度指標（CDI）を公表

開発指標の展開に関する年表

（出所） 参考文献に記載の各資料から筆者作成。
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観
察
に
よ
る
数
量
的
な
情
報
で
分
析
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
生
ま
れ
た
の
は
、
一
六
〇
〇
年
代
半
ば
と
い

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
Ｊ
・
グ
ラ
ン
ト
や
Ｗ
・
ペ
テ
ィ
が
「
政
治
算
術
」
と
い
う

学
問
を
作
っ
て
実
証
的
な
政
治
経
済
学
の
端
緒
を
作
っ
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
で
も
国
家
の
現
状
を
把
握
す

る
統
計
的
研
究
が
始
ま
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
統
計
学
の
基
礎
に
あ
る
確
率
論
の
端
緒
が
開
か
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
日
本
や
現
在
の
開
発
途
上
国
で
も
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
開
発
途
上
国
の
場
合

に
は
植
民
地
時
代
に
す
で
に
統
計
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
独
立
後
の
イ
ン
ド
の
開
発
計
画

で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
統
計
学
者
マ
ハ
ラ
ノ
ビ
ス
た
ち
の
活
動
は
、
独
立
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
先
駆
者
の
仕
事
の
上
に
、
今
日
の
開
発
途
上
国
の
統
計
活
動
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

●
開
発
途
上
国
の
統
計
活
動
の
難
し
さ

開
発
経
済
学
の
計
量
分
析
の
第
一
人
者
で
あ
る
デ
ィ
ー
ト
ン
（A

ngus
D

eaton

）
は
、
開
発
途
上
国
の
統

計
に
固
有
の
難
し
さ
は
自
家
就
業
に
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
自
営
業
者
や
農
家
の
よ
う
に
自
分
で
経
営

も
し
て
、
消
費
活
動
も
し
て
い
る
家
計
は
、
自
分
の
私
用
目
的
の
取
引
と
事
業
の
た
め
の
取
引
が
は
っ
き

り
区
別
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
所
得
や
利
潤
、
賃
金
と
い
っ
た
経
済
学
の
概
念
に
沿
っ
た

終章 開発指標から開発統計学へ
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統
計
が
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
生
産
や
販
売
、
購
入
の
細
か
い
情
報
を
調
査
し
て
、
そ
れ

ら
を
価
格
デ
ー
タ
を
使
っ
て
金
額
に
直
し
た
う
え
で
積
み
上
げ
て
い
く
し
か
な
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
得
た
「
生
産
」
や
「
所
得
」
の
統
計
は
、
家
計
の
経
済
的
な
豊
か
さ
の
お
お
ま
か
な

指
標
に
は
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
「
利
潤
最
大
化
」
と
い
っ
た
形
で
、
自
営
業
者
や
農
家
の
経
済

行
動
を
説
明
す
る
う
え
で
ど
の
く
ら
い
有
益
で
あ
る
か
は
、
一
概
に
は
い
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

デ
ィ
ー
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
開
発
途
上
国
で
の
統
計
活
動
の
も
う
ひ
と
つ
の
難
し
さ
は
、
家
計
が
自
分
で

生
産
し
た
も
の
を
自
分
で
消
費
す
る
（
市
場
を
経
由
し
な
い
）「
自
家
消
費
」
の
扱
い
で
あ
る
。
自
家
消
費
さ

れ
て
い
る
農
産
物
を
金
額
に
直
す
に
は
、
価
格
の
デ
ー
タ
を
何
ら
か
の
形
で
も
っ
て
く
る
こ
と
が
必
要
だ

が
、
こ
れ
は
非
常
に
難
し
い
。

と
い
う
の
は
、
市
場
で
の
経
済
活
動
が
あ
ま
り
重
要
な
役
割
を
し
て
い
な
い
農
村
で
の
農
家
の
経
済
活

動
を
分
析
す
る
の
に
、
市
場
で
取
引
さ
れ
て
い
る
財
貨
の
価
格
デ
ー
タ
が
役
立
つ
と
は
一
概
に
は
い
え
な

い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
自
家
消
費
さ
れ
て
い
る
財
貨
は
何
ら
か
の
形
で
帰
属
計
算
で
き
る
が
、
自
家
消

費
さ
れ
て
い
る
の
は
た
と
え
ば
食
事
の
支
度
の
よ
う
な
家
庭
内
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
サ
ー

ビ
ス
活
動
を
評
価
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
。
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●
地
球
的
視
点
か
ら
み
た
「
開
発
と
統
計
」

二
一
世
紀
の
開
発
指
標
を
考
え
る
鍵
と
な
る
の
は
「
地
球
」（global

）
だ
と
思
わ
れ
る
。

「
地
球
」
と
い
う
こ
と
で
思
い
出
す
の
は
、
ま
ず
、
地
球
を
形
造
る
自
然
と
環
境
に
関
す
る
統
計
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
「
地
球
規
模
」
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
経
済
活
動
に
対
応
し
た
統
計
で
あ
る
。
最
後
は
「
地

球
規
模
」
の
問
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
、
統
計
活
動
分
野
で
の
国
際
協
力
で
あ
る
。

ま
ず
「
自
然
と
環
境
」
へ
の
視
点
だ
が
、
通
常
の
社
会
経
済
統
計
に
環
境
へ
の
配
慮
が
入
っ
て
き
た
の

は
、
先
進
国
で
は
一
九
七
〇
年
代
で
、
ア
メ
リ
カ
で
環
境
劣
化
の
影
響
も
考
慮
し
た
「
経
済
福
祉
指
標
」

（M
easure

of
E

conom
ic

W
elfare

:
M

E
W

）
や
「
持
続
可
能
な
経
済
福
祉
指
標
」（Index

of
Sustainable

E
conom

ic
W

elfare
:

ISE
W

/G
enuine

Progress
Indicator

:
G

PI

）
と
い
っ
た
先
駆
け
的
な
指
標
が
作
成
さ
れ

た
。
一
九
九
二
年
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
「
地
球
サ
ミ
ッ
ト
」
で
採
択
さ
れ
た
行
動
計
画

「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
二
十
一
」
の
実
現
に
向
け
て
、「
環
境
と
開
発
」
に
関
わ
る
統
計
活
動
も
活
発
に
な
っ
て
い

る
。ま

た
、
国
際
協
力
の
指
標
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
開
発
援
助
委
員
会
（
Ｄ
Ａ
Ｃ
）
を
中
心
に
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。

開
発
途
上
国
へ
の
統
計
支
援
は
国
連
創
設
以
来
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
が
、
国
連
総
会
で
二
〇
〇
〇
年
九
月

終章 開発指標から開発統計学へ
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に
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
が
採
択
さ
れ
た
時
期
か
ら
一
層
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
国
連
統
計
部
、
国
連
諸

機
関
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
が
二
〇
〇
四
年
モ
ロ
ッ
コ
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
協
議
し
て
、「
統
計
に
関
す
る
マ
ラ
ケ

シ
ュ
行
動
計
画
」（T

he
M

arrakech
A

ction
Plan

for
Statistics

:
M

A
PS

）
を
採
択
し
た
。
ま
た
、
一
九
九
九

年
一
一
月
に
は
、
統
計
に
関
わ
る
国
際
機
関
が
協
力
し
て
統
計
活
動
の
支
援
を
お
こ
な
う
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
と
し
て
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
２１
（T

he
Partnership

in
Statistics

for
D

evelopm
entin

the
21stC

entury

）
が
発
足

し
た
。

公
表
さ
れ
た
開
発
指
標
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る
統
計
活
動
支
援
や
統
計
を
通
じ
た
国
際
協
力

に
も
、
人
々
の
関
心
が
集
ま
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

《
参
考
文
献
》

開
発
途
上
国
の
統
計
の
問
題
はD

eaton,A
ngus

(1995)
“D

ata
and

E
conom

etric
T

ools
for

D
evelopm

ent

A
nalysis,”

in
J.B

ehrm
an

and
T.N

.Srinivasan
eds.,H

andbook
ofD

evelopm
entE

conom
ics,V

olum
e

IIIA
,

A
m

sterdam
:

E
lsevier,pp.1785−1882

を
参
照
し
た
。
先
進
国
・
開
発
途
上
国
の
統
計
活
動
の
変
遷
や
開
発
途
上

国
の
統
計
活
動
支
援
は
島
村
史
郎
（
二
〇
〇
六
）『
統
計
制
度
論
―
―
日
本
の
統
計
制
度
と
主
要
国
の
統
計
制
度
』
日

本
統
計
協
会
、
絵
所
秀
紀
（
二
〇
〇
二
）『
開
発
経
済
学
と
イ
ン
ド
―
―
独
立
後
イ
ン
ド
の
経
済
思
想
』
日
本
評
論
社
、
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倉
林
義
正
・
作
間
逸
雄
（
一
九
八
〇
）『
国
民
経
済
計
算
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
作
間
逸
雄
編
（
二
〇
〇
三
）『
Ｓ
Ｎ

Ａ
が
わ
か
る
経
済
統
計
学
』
有
斐
閣
、
暉
峻
淑
子
（
一
九
八
九
）『
豊
か
さ
と
は
何
か
』
岩
波
書
店
、
細
野
助
博
（
一

九
八
七
）『
社
会
統
計
学
概
説
』
共
立
出
版
、
竹
本
和
彦
・
森
口
祐
一
（
一
九
九
八
）「『
持
続
可
能
な
発
展
』
と
い
う

概
念
」（
内
藤
正
明
・
加
藤
三
郎
編
『
岩
波
講
座

地
球
環
境
学

１０

持
続
可
能
な
社
会
シ
ス
テ
ム
』
岩
波
書
店
）

八
七
―
一
二
六
ペ
ー
ジ
。「
統
計
に
関
す
る
マ
ラ
ケ
シ
ュ
行
動
計
画
」
は
『
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
報
告
二
〇
〇

八
』w

w
w

.unic.or.jp/pdfM
D

G
_R

eport_2008_J.PFD

（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
六
日
ア
ク
セ
ス
）、
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
２１

はhttp
://w

w
w

.paros21.org.about

（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
六
日
ア
ク
セ
ス
）
で
も
情
報
が
得
ら
れ
る
。

『
ア
ジ
研
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ン
ド
』N

o.195
(2011.12)
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